
114　　　UACJ  Technical  Reports，Vol.3（1） （2016）

UACJ Technical Reports, Vol.3 （2016），pp. 114-115

ProductsProducts

１．はじめに

容器および包装への情報表示には，製品名や商品の
説明の他，法的な表示，注意情報，廃棄方法など様々
な表示が必要となっている。小さな容器包装の場合，
表示スペースは，限られており消費者に対して十分な
情報提供が困難な状態にある。数多くの文字情報を配
置するためには，文字サイズは小さくせざるを得ず，
高齢者や視覚障害者にとって「やさしい包装」とは言え
ない。この問題の解決策として「ドットコード＊1）（Grid 
Onput）」を使った包装材料として医薬品包装の代表で
あるプレススルーパック（PTP）に適用しAi-PACとし
てすでに上市した。

２．ドットコードとは

使用したコードは，配列の単位が約2 mm角で，こ
の領域に極小の点（ドット）で構成される二次元コード
である。このコードは，赤外線を吸収するインキで印
刷し，専用デバイス（スキャナ）で読み取ることでデジ
タルメディアとつなげることが可能となり，文字情報
の他，音声（Fig. 1）や映像情報で出力することもでき
る。従来のJANコードやQRコードなどに比べ省スペ
ースに印刷が可能なので医薬品のような小さな包装体
には最適でユニバーサルデザインのツールとして活用
が可能である。また，赤外線透過インキでコードを隠
ぺいすることで真贋判定にも使え偽造防止技術として

使うことも可能である。

３．Ai-PACⅡ 開発の経緯

Ai-PACは，ドット径が約100 µｍあるため，そのま
までは視認可能でベタ塗り部があるデザインであれば
その下に隠すことで視認を防いだ。その後，医療現場
の市場調査から視認できるドット柄は違和感がある。
また，ドットを隠ぺいするためのベタ塗り部がない図
柄の製品の場合は，デザイン変更が必要となり，その
場合は医療現場での取り違え事故の可能性があるなど
の点から抵抗感が強いことが判った。以上より隠ぺい
の必要がなく，かつ，視認できない極めて微細なドッ
トを印刷することでこれらの課題の解決を試みた。改
良のポイントは，シンク・ラボラトリー社の最新型グ
ラビアレーザー製版システム「New FX3」を使用し，グ
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Fig. 1　Ai-PACⅡ(top) and the speaking-device.
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ラビア版のセルの形状を変え，かつ，白ベタインキの
顔料粒子に特殊な表面処理を行った。その結果，前記
課題を解決し，Ai-PACⅡを上市した。（Fig. 2）

４．性能評価と課題

試作の結果，ドットは従来品（Ai-PAC）と同じイン
キで直径50 µｍのドットが印刷できた（Fig. 2）。それ
は専用デバイスにて全くストレスなく読取りが可能で
あった。また，音声機能を装備した専用デバイスで読
取ることで音声情報への変換も可能であることを確認
した。

また，視認されない大きさのドットを印刷すること
ができ，デザインに関係なく使えることが判った。今
回のテストは，製版から包装まで全て現在使われてい
る実機を使ったもので，充分実用に耐えうるものと考
える。併せてこれとリンクさせるシステム開発も進め
ることが必要である。
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Fig. 2　Ai-PAC and Ai-PACⅡ composition (top). Dot codes viewed under infrared irradiation.
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